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[書評}

南亮進・牧野文夫・羅歓鎮

『中国の教育と経済発展』

東洋経済新報社， 2008年7月， xii+ 258p。

ここ最近日本では，中国の教育に関する重厚

な研究書が相次いで、刊行されている。大塚豊

『中国大学入試研究.1(2007年，東信堂)や王傑

『中国高等教育の拡大の教育機会の変容J(2oo8

年，東信堂)，丁耕『現代中国の中等職業教育』

(2008年，星雲社)などが，その代表的な例だ

が，それだけ中国の教育が注目を浴びているか

らだろう。

かくいう評者も，近著『不平等国家 中国』

(2008年，中公新書)の第2章で，教育と不平

等・不公平の関係について論じている。そこで

の主張は，改革・開放後，学歴による収入格差

は拡大しているものの，人々が学歴獲得競争を

公正なものと判断する傾向にあるため，これが

不平等を生み出しているとする意識が醸成され

にくくなっているというものだが，本書を読ん

で意を強くした箇所も少なくない。実際，デイ

シプリンは異なるものの，中国の教育が抱える

問題点を明らかにしようとしている本書を，共

感をもって読み進めることができた。

本書は， 5つの部から構成されている。

第l部は「経済発展と経済成長jと題され，

l人当たり GNPと就学率の相関関係や，就学

率や非識字率の経年変化を論じた第 l章「教育

発展の概観」と，教育発展が果たす経済成長へ

の促進効果(いわゆる「教育の臨界値仮説j)を

検証した第2章「教育発展の経済成長促進効果j

から成り立っている。

「教育重要の要因分析」と題された第2部には，
i折江省農村教育調査のデータを用いて教育収益
率を測定した第3章「教育収益率の分析j，中国
統計年鑑や中国都市家庭収支調査などの既存の

公式統計を利用して，教育支出額の決定要因を

推定した第4章「教育需要の決定要因j，同様の

データを用いて，中退や原級留置などドロップ

アウト現象の原因を推定した第5章「進学と教

育ウェステージ」が収録されている。

第3部「教育サーピスの供給jは，教育費全

体に占める財政支出の割合を検討した第6章

「教育財政と教育の地域間格差Jと，教員の需
給バランスと教員の質，教員の賃金を論じた第

7章「教員養成と教育の質」によって構成され，

教育財源の地方責任制が教育の地域間格差を生

み出している現状にメスを入れている。

教育の地域間格差は，財政のあり方によって

ばかり生まれているわけで、はない。都市と農村

を分断する戸籍制度や，エリート養成を目的と

した重点教育制度なども，これに関連している。

第4部の「教育格差jは，第8章「民工子弟学

校と民工の子弟教育Jで都市部の民工子弟学校
を，第9章「重点学校制度」で重点学校と非重

点学校の違いを分析の姐上に乗せ，これらが

「社会の階層固定化と分断化j(本書217ページ)

を生み出していると断じている。

総括にあたる第10章「教育問題の深層」は，

以上の9つの章の知見をまとめるとともに，教

育発展が社会的不平等を生み出す点を再度指摘

し，教育機会の均等化のために，①教育財政制

度の改革，②教員採用・配置方法の改善，③戸

籍制度の改革あるいは廃止，④公立校の重点主

義の見直しと私立学校の育成が必要であると

いった，具体的な提言をしている。

本書の最大の特徴はどこにあるのだろう?

筆者たちは「はしがきjで，①統計資料の系

統的な利用と独自な推計，②独自のフィールド

調査に基づく分析，③日本の歴史的経験との対

比を含む国際比較の実施，④中国における専門

家へのインタビューと研究成果への反映，と

いった4つのポイントを挙げている。しかし中

国研究にどっぷり浸かっている評者には，これ

らのポイントはさほどユニークなものに思われ

ない。

評者にとっての本書の最大の特徴は，経済学

が蓄積してきた理論(人的資本論など)や仮説

(教育の臨界値仮説など)，関数(賃金関数な

ど)，係数(エンジェル係数など)を用い，現在

の中国で起こっている(あるいは今まで起こっ

てきた)教育発展のあり方を分析したうえで，

政策的なインプリケーションを引き出している

点にある。

たとえば，第1章で，中国の平均教育年数の
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長期推計を行うことで， r教育発展が文革を含
む計画経済期においてもみられたJ(本書19ペー
ジ)事実を突き止める。何より貴重なのは，今

まで漠然として言われてきたことを，実際の長

期推計で明らかにした点である。

3年前，日本のインド研究者と中国研究者が

共同チームを作り，中印比較を行ったことがあ

るが，その際，あるインド研究者が「中国にこ

れだけ外資系の工場がやってくるのは，それだ

け国民の識字率が高いからで，インドでは考え

られないことだJと述べていた。この研究者は，
中国に行って初等教育の普及を感嘆の目で眺め

ていたが，中国だけを漠然と見ているだけでは

実感できない初等教育の充実といった現実も，

第1章が行った長期推計なしには経験的に実証

できない。

また，第3章では，もともと低かった教育収

益率が改革・開放後に上昇しているものの，就

業年数の収益率は上昇していない点を指摘して

いるが(本書74ページ)，この，現代中国の不平

等を考える上で必要不可欠な知見も，経済学の

既存研究と対比させることによって，説得力を

増している。

第4章で「教育支出に関係するさまざまな要

因をコントロールしでも，その支出額には家計

の所得や親の職業が大きく影響していること」

(本書97ページ)を突き止めているが，この，
多くの中国研究者の実感に合致した知見も，中

国の現状に即した操作的定義によって作られた

変数から成り立つ，教育支出関数の設定による

ところが大きい。

このように，個々に挙げだしたらきりがない

ほどに，本書には興味深い知見がちりばめられ

ている。これも，本書が経済学というデイシプ

リンに徹底的に寄り添い，そこから現代中国の

教育現象を説明するばかりか，そこに巣食う問

題点を摘出しようとチャレンジしているからに

ほかならない。

従来， r普遍指向」をもっデイシプリンは，と
もすれば地域に固有な課題設定を毛嫌いし，他

方で地域研究もデイシプリンが蓄積してきた概

念や手法を利用しきれないできたが，本書を読

むと，これも過去の産物になった気になるから

不思議だ。

もっとも，本書にも難点がある。

論文として発表されたものを編集して一冊の

本にしようとしたからであろう，本全体として

どのような問題を論じようとしているのか，わ

からないまま章を読み進めなければならず，最

後の第10章にならないと，全体の見取り図がわ

からない構成になっている。

また，章と章の合聞に9つの「コラム」と 3

つの「補論Jが設けられており，それぞれ独立
した読み物としての性格をもっているからか，

前から順番に読んでいくと，前の章でどのよう

な議論をしていたのか，ふと忘れてしまうこと

がある。多分，教科書として採用されるために

は，学生が興味をもっテーマを入れ込む必要が

あったのだろうが，思わぬ逆機能に陥った感じ

がしてならない。

ならば序章を設け，本書がどのような視点か

ら，どのようなテーマに切り込んでいこうとす

るのか，噛み砕いて説明をしてもらった方が，

どれだけ読みやすくなったことか。そして，本

書を理解するために必要とされる基礎知識を，

最初にしっかり説明してもらったら，どれだけ

理解しやすかったことか。

本書が教科書として採用されることを期待し

て編まれたであろうことを勝手に推測し，読後

にそんなことも考えてみた。

閏田茂人(東京大学)

[書評】

林幸司著

『近代中国と銀行の誕生:

金融恐慌、日中戦争、そして社会主義へ』

御茶の水書房、 2009年2月、四+243p。

本書の著者林幸司氏は、これまで中華人民共

和国成立前後の中国内陸部、特に重慶における

銀行業の発展過程の解明を軸に多くの成果をあ

げてきた。本書は林氏が2006年に一橋大学に提

出した博士論文を基礎に編まれたものであり、

近現代中国の銀行業の展開を主に四川初の民間

銀行である重慶の緊興誠銀行に焦点をあてて地

域史研究の立場から検討した。

本書は序論と 3部から成る本論、そして終章

から構成される。序論「本書の課題とその意義j
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では、 19~20世紀の中国で人々を「主体的」行

動へ突き動かしたものが何であったかを明らか

にすることが本書の中心的な問題意識で、あり、

この問題は様々な事件の展開や経済的制度の近

代化といった変動の背景にある人々の行動様式

に注目せねばならず、銀行業は変革期に際して

の人々の行動様式が典型的に現れると主張する。

そして本書の考察の中心となる 3つの問題を挙

げる。 1つめは近現代中国における銀行制度の

展開過程とその帰結である銀行の組織的変化が

どうであったかということ、 2つめは中国内陸

部の商業秩序の変化という視点から銀行の変選

を見ること、 3つめは銀行の組織的変遷や商業

秩序の変化に対応する同族的企業家のあり方を

検討することである。

第 l 部「銀行の誕牛A とその発展過程 (1915~

1949)Jは4章から成る。第1章「重慶における
銀行の設立とその時代jは、 19日年に楊希仲と
楊祭三が緊興誠銀行を開業するまでの経緯を、

清末以降の重慶の変化や楊家の歩みなどと関連

づけて論じる。第 2 章 11920~30年代の緊興誠

銀行と重慶銀行業」は、来興誠銀行設立当初の

組織形態、人事登用、業務の実態のほか、設立

時~1930年代半ばの経営状況の変遷と特徴を、

重慶の他銀行との関係を視野に入れて明らかす

る。また重慶市銀行公会 (1931年成立)の組織

や機能にも言及する。第3章「金融恐慌・日中

戦争と緊興誠銀行の近代化」は、緊興誠銀行が

1937年に[股傍両合公司」から有限責任株式銀
行へ移行し、経営ん針、人脈、経営機構、人材

登用方式などを変化させていく過程を、四川に

おける金融恐慌(l934~35年)や幣制統一、銀

行と軍閥勢力の関係の変化、日中戦争の全面化、

国民政府の戦時統制などの背景と関連づけて明

らかにする。第4章「日中戦後の緊興誠銀行」

は、日中戦争後、暢祭三にかわり緊興誠銀行の

董事長に就いた楊季謙によるヒ海への本拠移転、

国際化、多角化の試みと、それとは対照的に重

慶での営業継続を模索する楊祭三が共産党へ接

近する動きを描き出す。

第 2 部「共産党政権の成立と銀行業 (1949~

1952)Jは2章から成る。第5章「中国共産党に
よる重慶「接管j工作の展開Jは、共産党が
「解放J後の重慶にて民間銀行接収の前段階で
実施した、公営銀行をはじめとする諸機関に対

する接収・管理の過程を明らかにする。そして

第6章[工商行政機関の設立 重慶市工商業聯

合会審備委員会一」は、「解放」後の重慶で共産

党による工商業再編が進展した過程を、政府の

政策と民間企業をつなぐ仲介者的役割を担った

機関の活動に焦点をあてて論じる。

第 3 部「銀行と社会主義(l949~1953) Jは2

章から成る。第7章「重慶「解放」と来興誠銀

行Jは、重慶の「解放」当初、来興誠銀行が共
産党の政策に呼応しつつ自主的経常存続を模索

した過程を、 1950年に開催された幹部座談会の

議論を中心に明らかにする。第8章「公私合営

へjでは、来興誠銀行が聯営への参加と公私合

営化により1953年にその歴史に幕を閉じるに至
る過程とそれを促した要因を示す。終章では、

本論の内容をふり返るかたちで、他律的・広域

的経済秩序に員Ijった営業と自立的経済秩序に

則った営業との聞を揺れ動きながら存続・発展

した衆興誠銀行が、共産党の志向する単一銀行

制度確立の波に取り込まれていく過程が総括さ

れる。

本書は、重慶市檎案館所蔵の緊興誠商業銀行

檎案をはじめとする各種槍案や重慶で出版され

た定期刊行物を中心とする多彩な丈献史料のほ

か、筆者が重慶で、行った聞き取り調査の成果も

用いて論が展開される。史実の示し方や個々の

史実に対する解釈の仕方は非常に丁寧であり、

関連史料の収集と分析に相当な努力が払われた

ことが十分に感じ取れる。また本書が、近現代

の重慶あるいは中国の政治、経済の変動に緊興

誠銀行が積極的かっ柔軟に対応した様子を、

個々の人物の動きに即して描く箇所を多く含ん

でいることは、人々を「主体的j行動へ突き動

かしたものは何かを明らかにしたいという筆者

の問題意識の強さを具体的に示すものといえる。

本書は地域的には中国内陸部に検討の重点が

おかれ、時期的には清末から1950年代までを扱
う。従来の銀行史研究は地域的には上海や天津

といった沿海部、時期的には1920~30年代に関

心を寄せる場合が多かった。こうしたなか、

1940年代以降も視野に入れて内陸部の銀行の実

態解明を進めた本書は、近現代中国銀行史研究

を大きく前進させる貴重な成果であるといえる。

このように本書は高い価値を持つが、著者の見

解をより具体的にうかがいたく感じた点もあっ
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たので以下に3点挙げておきたい。

1つめは本書の問題意識についてである。本

書は序論で、人々を「主体的J行動へっき動か
したものを明らかにすることが中心的な問題意

識であると述べている。これは中国の社会主義

に関する奥村哲氏の研究やそれに基づく中華人

民共和国初期の社会経済史研究が、人々がいか

に国家体制に取り込まれるかという受動的側面

を明らかにしてきたことに対応するかたちで示

されている。ただ本書が、人民共和国建国前後

の時期に加え191O~30年代の緊興誠銀行の発展

過程についても多くの頁を割いて考察を加えて

いる点に着目すると、同時期の中国経済史に関

する成果についても踏み込んだ総括を行い、そ

れを踏まえて本書の問題意識を提示することも

可能であったように思う。 20世紀前期の中国の

個別企業や産業に焦点をあてた研究には、人々

の「主体的」行動に関心を寄せていると思われ

るものもあり、たとえば曽田三郎(編)r中国近
代化過程の指導者たち.1(東方書庖、 1997年)所

収の貴志俊彦「永利化学工業公司と沼旭東抗

戦下における国家と企業一」、富津芳亜「劉国釣

と常州大成紡織染股扮有限公司J)、そうした成

果も視野に入れて人々の「主体的」行動に着目

する意義に言及することで、本書の研究史上の

位置はより明確になったのではないだろうか。

2つめは従来の中国銀行史研究との関係につ

いてである。本書は序論で、上海の銀行を中心

に個別の銀行史について一定の研究蓄積がある

ことや、銀行史を商業史の一環として捉える米

国の研究動向などを紹介している。ただこれら

の成果と本書の内容とがどう関連づけられるの

かについての言及が不足している感を受ける。

確かに、有価証券投資を重視していないこと

(56ページ)、重慶の他銀行との関係 (58-64

ページ)、産業金融と密接に関わる沿海部の諸

銀行への言及 (85ページ)など、緊興誠銀行の

相対的位置を意識した論述は多く見られる。た

だ本書が中国銀行史研究の新しい成果であるこ

とを意識するならば、従来の中国銀行史研究の

視点、成果をどう吸収、批判しようとしたのか、

緊興誠銀行の発展過程が従来の近代中国銀行発

展史像にどのような見直しをせまるのかといっ

た点を大胆に打ち出すことで、緊興誠銀行を研

究する意義をより強くアピールできたのではな

いだろうか。

3つめは1949年の「解放」をめぐる連続、断
絶の問題についてである。この問題は近年の中

国近現代史研究で高い関心が寄せられ、本書で

も9-10ページで関連する研究の整理がなされ

る。ただ本書が来興誠銀行に関する考察を通じ

て、この問題をどう捉えようとしたのかがやや

不明確である。例えば206頁にある「緊興誠銀行

全体から見れば、銀行の経営者たちにとって国

家や党派は銀行存続のための一手段に過ぎな

かったjという内容の表現からは、「解放」がも

っ断絶面の希薄さを感じとることができ、一方

で1949~52年という時期区分を示して重慶「解

放」後の共産党の政策が重慶の経済や政治に及

ぼした影響を扱う第2部からは、「解放」がもっ

断絶面の強さが感じられる。本書各部の時期区

分、あるいは銀行関係者の動向に関する分析と、

「解放」をめぐる連続、断絶の議論との関係を

より総括的かつ具体的に論じることで、本書の

研究史上の位置をさらに鮮明にすることができ

たのではないだろうか。

本書の「終章」には、林氏が今後、近現代中

国の経済秩序、民間銀行と諸産業との関連、民

間銀行を結節点とした商業網、経済界の人脈な

どについてより考察を深めていくことへの意欲

が表明されている。林氏が更に研究を深化、発

展させることを期待する。
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